
国の登録有形文化財「旧長濱検疫所一号停留所」の活用候補者が
「スターバックスコーヒージャパン㈱」に決定
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旧長濱検疫所一号停留所の位置
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旧長濱検疫所一号停留所

【所在地】 金沢区海の公園



施設概要
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旧長濱検疫所一号停留所は、感染症対策として、上等船客・船員が一定期間滞在していた施設であ

り、明治28年（1895）に完成。関東大震災によりほぼ倒壊し、翌年の大正13年（1924）に再建。

国内の検疫施設最古の遺構の一つであり、日本の検疫史上非常に重要な建物。※厚労省HPによる

建築物としては、富士屋ホテルや日光金谷ホテル等と並んで日本の洋風ホテルの最初期の遺構とも

目されている。 ※厚労省HPによる

特に明治の面影を残すものとして評価され、平成30年（2018）には、国の登録有形文化財に登録。

厚生労働省横浜検疫所の移転により、国と本市が協議し、金沢区長浜から移設復元。

移築前の姿（R5年6月頃）大正時代の様子
食堂 廊下



外観 従前の木造外壁は、塗料の剥がれなどの劣化が目立っていた状況 建物調査結果を踏まえ、再建時の色調に復元

復元前

復元状況
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復元後

関東大震災後に再建した大正13年当時の様子に復元



内観 天井はオフホワイト、床・壁は薄茶色で塗られていた室内

建物調査結果を踏まえ、再建時の色調に復元

また、今後の利活用を見据え、天井には空調機やダウンライトを設置

復元状況

４

復元前 復元後

関東大震災後に再建した大正13年当時の様子に復元



外観（正面）

復元状況
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外観（スロープ側出入口）

建物内から海側方向の眺め



施設の活用イメージについて

使用画像はイメージです。今後の協議により、内容の変更の可能性があります。

文化財としての価値を継続しながら、市民が気軽に歴史文化を感じることができるとともに

その雰囲気の中で飲食等を楽しむことができる施設として活用

６

親子連れなど多様な世代が歴史

文化を感じることができる場所

展示室としての活用やワークショップで

の活用など、今後の協議により具体化

飲食等スペース

飲食や休憩ができ、憩える場所

歴史・魅力の増進スペース

市、指定管理者、スターバックス

コーヒージャパン㈱が連携して活用

スターバックスコーヒージャパン㈱

が活用



今後のスケジュール
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令和８年1月～３月 活用内容等の詳細について協議

（「横浜市」、「海の公園指定管理者」、「スターバックスコーヒージャパン㈱」の３者）

令和８年４月 「海の公園指定管理者」と「スターバックスコーヒージャパン㈱」で契約締結

令和８年４月～７月 内装工事

令和８年夏頃 施設オープン予定

横浜市

海の公園指定管理者
（横浜市緑の協会

・金沢臨海サービスグループ）

スターバックスコーヒージャパン㈱

指定管理

契約締結

事業の枠組み


